








Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
35・





Consciousness and Awareness of Inhabitants to toward City-Town-Village Mergers 
and the Problem of Suicide-Ciling as Examples
─ Tokamachi and Jouetsu Cities in Niigata Prefectur ─
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表 1　調査対象者の属性
男性 女性 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代
浦川原 n=21 17 4 　 4 2 1 6 8
% 81.0 19.0 19.0 9.5 4.8 8.6 38.1
安塚 n=24 17 7 1 2 3 5 13
% 70.8 25.0 3.8 8.3 12.5 28.8 46.6
牧 n=13 10 3 3 5 5
% 76.9 23.1 23.1 38.5 38.5
大島 n=17 17 0 2 1 3 11
% 100.0 0 11.8 2.9 17.6 64.7
松代 n=40 35 5 1 1 4 4 7 23
% 87.8 12.2 2.5 2.5 10.0 10.0 17.5 57.8
松之山 n=35   29 6 2 3 2 6 22
1.9 17.1 5.7 8.6 5.7 17.1 62.1
n=150   125 25 2 9 11 14 32 82
% 82.2 15.1 1.4 6.0 7.3 9.3 21.3 54.7
表 2　地域別クロス集計
質問項目
浦川原 安塚 牧 大島 松代 松之山
n=21 n=24 n=13 n=17 n=40 n=35
① 対象者の仕事
専業農家   3（14.3）   3（12.5）   4（30.8）   8（47.1）   9（22.5） 13（37.1）
自営業   4（19.0）   4（16.7）   2（15.4）   2（11.8）   2（11.8） 0
勤め人   5（23.8）   6（25.0）   3（23.1）   3（17.6） 10（25.0）   8（22.9）
無職   9（42.9） 10（41.7）   4（30.8）   3（17.6） 12（30.0） 12（34.3）
その他・不明・NA   1（ 4.2）   1（ 5.9）   6（15.0）   2（ 5.7）
② 対象者の一ヶ月の収入
5万円未満 0   2（ 8.3）   1（ 7.7） 0   2（ 5.6）   2（ 5.7）
5～ 10万円   2（ 9.5）   4（16.7）   1（ 7.7）   3（17.6）   7（20.0）   6（17.1）
10～ 20万円   5（23.9）   7（29.2）   7（53.8）   4（23.5） 14（35.0） 11（31.4）
20～ 30万円   8（38.1）   3（12.5）   3（23.1）   8（47.1）   9（22.5）   6（17.1）
30～ 40万円   4（19.0）   4（16.7） 0 0   2（ 5.6）   3（ 8.6）
40万円以上   1（ 4.8）   1（ 4.1） 0   1（ 5.9）   2（ 5.6）   1（ 3.0）
その他・不明・NA   1（ 4.8）   3（12.5）   1（ 7.7）   1（ 5.9）   4（11.2）   6（17.1）
③ 市制に移行することについての考え考え方
大賛成である。 0 0   1（ 7.7） 0   1（ 2.3）   2（ 2.8）
どちらかというと賛成   5（23.8）   6（25.0）   1（ 7.7）   6（35.3） 13（32.5） 12（43.3）
どちらでもない   5（23.8） 10（41.7）   6（46.2）   6（35.3） 11（27.5）   9（25.7）
どちらかとうと反対である   9（42.9）   6（25.0）   4（30.8）   4（23.5） 10（25.5）   5（14.3）
反対である   2（ 9.6）   2（ 8.3）   1（ 7.7）   1（ 6.1）   5（12.5）   8（22.9）
不明・NA 0 0 0 0 0 0
④ 市制に移行したことについての感じ方
大賛成である 0 0   1（ 7.7）   1（ 5.9）   2（ 5.0）   1（ 2.9）
どちらかというと賛成   3（15.3）   8（33.3）　 0   4（23.5） 11（29.5） 13（37.1）
どちらでもない   5（23.8）   7（29.2）   4（30.8）   6（35.3） 12（30.0） 10（28.6）
どちらかというと反対である 12（57.1）   4（16.7）   5（38.5）   5（29.4）   9（22.5）   6（17.1）
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反対である。   1（ 4.8）   1（ 4.2）   1（ 7.7） 0   3（ 7.5）   4（11.4）
不明・NA 0 0   2（15.4）   1（ 5.9）   3（ 7.5）   1（ 2.9）
⑤ 合併により地域が広域化し、行政サービスが低下するのではないかと心配で反対だ
そう思う 10（47.6） 11（45.8）   5（38.5）   6（35.3） 10（25.0） 10（28.6）
どちらかというとそう思う   8（38.1）   7（29.2）   4（30.8）   4（23.5） 18（45.0） 12（34.3）
わからない   1（ 4.8）   1（ 4.2） 0   2（11.8）   4（10.0）   8（22.9）
どちらかというとそうは思わない   1（ 4.8）   5（20.8）   1（ 7.7）   2（11.8）   3（ 7.5）   2（ 5.7）
まったくその通りだとは思わない 0 0 0 0   3（ 7.5） 0
不明・NA   1（ 4.8） 0   3（23.1）   3（17.6）   2（ 5.0）   3（ 8.6）
⑥ 合併後の行政サービスについて、合併前と比較して
かなり低下した   8（38.1）   7（29.2）   2（15.4）   3（17.6） 10（25.0）   4（11.4）
やや低下した   7（33.3）   7（29.2）   4（30.8）   9（52.9） 14（35.0） 15（42.9）
あまり変わらない   6（28.6）   7（29.2）   6（46.2）   3（17.6） 11（27.5） 13（37.1）
以前と比べ手厚くなった 0   1（ 4.2） 0   1（ 5.9）   1（ 2.5）   1（ 2.9）
キメ細かくなった 0   2（ 8.3） 0 0   2（ 2.0）   1（ 2.9）
不明・NA 0 0 0   1（ 5.9）   2（ 2.0）   1（ 2.9）
⑦ 合併はあなたの地域の人々にどう影響したと考えるか
人々の気持ちが明るくなった   1（14.2）   3（12.5）   1（ 7.7）   1（ 6.0）   1（ 2.5）   3（ 8.5）
何となく寂しさを感じる   6（28.6）   4（16.7）   4（30.8）   3（17.6） 11（27.5）   5（14.3）
相談しにくくなった 0   4（16.7）   3（16.7） 0   8（20.0）   8（22.9）
戸惑いを感じている人がいる   6（28.6）   6（25.0）   1（ 7.7）   5（23.5）   8（20.0）   5（14.3）
住民間の結びつきが希薄になった   1（14.2）   4（16.7） 0   1（ 5.9） 0   4（11.4）
行政と住民間の気持のズレがある   6（28.6）   2（ 8.3）   3（23.1）   4（23.5）   4（10.0） 0
不明・NA   1（14.3）   1（ 4.1）   1（ 7.7）   4（23.5）   8（20.0） 10（28.6）
⑧ 合併前と比べ自殺者は確かに減っている
確実に減っている 0 0 0 0 0   2（ 5.7）
人数はわからないが減っている   1（ 4.8）   1（ 4.2）   2（15.4）   4（23.5）   8（20.0） 13（37.1）
わからない   8（38.1）   9（37.5）   5（38.5）   5（29.4） 12（30.0） 13（37.1）
以前と変わらないと思う   9（42.9） 12（50.0）   4（30.8）   4（23.5） 12（30.0）   7（20.0）
以前より増えていると思う   3（14.3）   2（ 8.3）   1（ 7.7）   3（17.7）   6（15.0） 0
不明・NA 0 0   1（ 7.7）   1（ 5.9）   2（ 5.0） 0
⑨ 合併により自殺は減少すると思うか増えると思うか
減少すると思う 0 0   1（ 7.7）   2（11.8）   2（ 5.0）   4（11.4）
増加すると思う   1（4.75）   1（4.15）   2（ 5.0）   1（5.85）   4（10.0）   2（ 5.0）
わからない 19（90.5） 22（91.7）   9（69.2） 13（76.5） 32（80.0） 27（77.1）
不明・NA   1（4.75）   1（4.15）   1（ 7.7）   1（5.85）   2（ 5.5）   2（ 5.0）
⑩ 自殺については、してはいけないやむを得ないなど、あなたはどちらに賛成か
絶対にしてはいけない   9（42.9）   8（33.3）   3（23.1）   8（47.1） 11（27.5） 10（28.6）
ともかくしてはいけない   6（28.6）   9（37.5）   7（53.8）   3（17.6） 17（42.5）   9（25.7）
どちらとも言えない   4（19.0）   2（ 8.3）   1（ 7.7）   2（11.8）   2（ 5.0）   7（20.0）
事情があればやむをえない   1（ 4.8） 0 0   1（ 5.9）   2（ 5.0）   2（ 5.7）
やむを得ない場合がある   1（ 4.8）   3（12.5）   1（ 7.7）   1（ 5.9）   3（ 7.5）   2（ 5.7）
不明・NA 0   1（ 4.2）   2（15.4）   2（11.8）   5（12.5）   4（11.4）
⑪ 万一地域内で自殺があったら、どうする
ショイックでぼうぜんとしてしまう   1（ 4.8）   3（12.5）   3（23.1）   3（17.7） 13（32.5）   6（17.1）
知らない振りをする   2（ 9.5） 0   1（ 7.7）   2（11.8）   2（ 5.0）   2（ 5.7）
見舞いにいく   4（19.1）   6（25.0）   2（15.4）   3（17.7） 10（25.0） 11（31.4）
地域の人と話し合う 11（52.4） 12（20.0）   5（38.5）   5（29.4）   9（22.5）   9（25.7）
不明・NA   3（14.3）   3（12.5）   2（15.4）   4（23.4）   6（15.0）   7（20.0）
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 The great mergers of the Heisei Era have been carried to completion, they have ended.　To city an  example, the combined num-
ber of towns, villages and cities has diminished through the merger process from 112 to 35, meaning that a total of 77 such entities 
nolonger exists in name, with the consequence that regional expansion has occurred through merger consolidation （under a single 
administrative management）.
 In the make of these mergers, the manner in with changes will take place in the eraction and establishment of newtowns, in the 
quality and abundance of public services and how they are made available and how the positive effects of merger will actually be 
felt and perceived are all matters of intense interest and concern.
 Based on the results of one undertaking by the goverment and related authorities to fromulate policy for dealing with the problem 
of suicide. The author intends to clarify the sense of awareness, the personal feelings, despsitions and respons of citiyzens toward 
mergers as well as the problem of suicide on the part of regional inhabitants.
